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梨
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山
梨
県
規
則
第
二
十
六
号

山
梨
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
四
月
三
十
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
の
第
一
の
一
の
２
の
二
中
「
二
百
三
十
六
万
六
千
円
」
を
「
二
百
四
十
万
四
千
円
」
に
改
め
、

同
表
の
第
一
の
三
の
三
の
１
の
表
中
「
一
七
、
三
〇
〇
円
」
を
「
一
七
、
五
〇
〇
円
」
に
、「
二
二
、

三
〇
〇
円
」
を
「
二
二
、
六
〇
〇
円
」
に
、「
三
二
、
八
〇
〇
円
」
を
「
三
三
、
三
〇
〇
円
」
に
、「
三

九
、
三
〇
〇
円
」
を
「
三
九
、
九
〇
〇
円
」
に
、「
四
九
、
八
〇
〇
円
」
を
「
五
〇
、
五
〇
〇
円
」
に
、

「
七
、
三
〇
〇
円
」
を
「
七
、
四
〇
〇
円
」
に
、「
二
八
、
六
〇
〇
円
」
を
「
二
九
、
〇
〇
〇
円
」
に
、

「
三
七
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
三
七
、
五
〇
〇
円
」
に
、「
五
一
、
六
〇
〇
円
」
を
「
五
二
、
三
〇
〇
円
」

に
、「
六
〇
、
五
〇
〇
円
」
を
「
六
一
、
三
〇
〇
円
」
に
、「
七
五
、
九
〇
〇
円
」
を
「
七
七
、
〇
〇
〇

円
」
に
、「
一
〇
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
〇
、
五
〇
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
の
第
一
の
三
の
三
の
２
の

表
中
「
五
、
六
〇
〇
円
」
を
「
五
、
七
〇
〇
円
」
に
、「
七
、
六
〇
〇
円
」
を
「
七
、
七
〇
〇
円
」
に
、

「
一
一
、
四
〇
〇
円
」
を
「
一
一
、
六
〇
〇
円
」
に
、「
一
三
、
八
〇
〇
円
」
を
「
一
四
、
〇
〇
〇
円
」

に
、「
一
七
、
五
〇
〇
円
」
を
「
一
七
、
七
〇
〇
円
」
に
、「
九
、
一
〇
〇
円
」
を
「
九
、
二
〇
〇
円
」

に
、「
一
二
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
二
、
二
〇
〇
円
」
に
、「
一
六
、
九
〇
〇
円
」
を
「
一
七
、
一
〇
〇

円
」
に
、「
二
〇
、
〇
〇
〇
円
」
を
「
二
〇
、
三
〇
〇
円
」
に
、「
二
五
、
四
〇
〇
円
」
を
「
二
五
、
八

〇
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
の
第
一
の
六
の
一
中
「
住
家
が
半
壊
又
は
」
を
「
、
住
家
が
半
壊
し
、
若
し

く
は
」
に
改
め
、「
で
き
な
い
者
」
の
下
に
「
又
は
大
規
模
な
補
修
を
行
わ
な
け
れ
ば
居
住
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
程
度
に
住
家
が
半
壊
し
た
者
」
を
加
え
、「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
表
の

第
一
の
六
の
二
中
「
五
十
一
万
円
」
を
「
五
十
二
万
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
の
一
の
１
の
１
中

「
二
万
二
千
八
百
円
」
を
「
二
万
二
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
の
一
の
１
の
２
中
「
一
万
六

千
七
百
円
」
を
「
一
万
六
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
の
一
の
１
の
３
中
「
一
万
五
千
円
」
を

「
一
万
四
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
の
一
の
１
の
４
中
「
一
万
六
千
四
百
円
」
を
「
一
万
六

千
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
の
一
の
１
の
５
中
「
一
万
七
千
五
百
円
」
を
「
一
万
七
千
三
百
円
」

に
改
め
、
同
表
の
第
二
の
一
の
１
の
６
中
「
一
万
八
千
八
百
円
」
を
「
一
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
、

同
表
の
第
二
の
一
の
１
の
７
中
「
一
万
七
千
百
円
」
を
「
一
万
七
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二

の
一
の
１
の
８
中
「
一
万
七
千
二
百
円
」
を
「
一
万
六
千
九
百
円
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
二
十
七
号

山
梨
県
老
人
福
祉
法
施
行
細
則
及
び
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
四
月
三
十
日

山
梨
県
知
事

横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
老
人
福
祉
法
施
行
細
則
及
び
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
老
人
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
老
人
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
六
十
二
年
山
梨
県
規
則
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
第
二
十
九
条
第
二
項
前
段
」
を
「
第
二
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
、「
に
よ

り
、
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
廃
止
（
休
止
）
届
（
第
九
号
様
式
）
」

を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
廃
止
（
休
止
）
届
（
第
九

号
様
式
）
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
号
様
式
中
「
第
２
９
条
第
２
項
前
段
」
を
「
第
２
９
条
第
２
項
」
に
改
め
る
。

第
九
号
様
式
中
「
廃
止
（
休
止
）
し
た
」
を
「
廃
止
（
休
止
）
し
た
い
」
に
、「
第
２
９
条
第
２

項
後
段
」
を
「
第
２
９
条
第
３
項
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
事
務
決
裁
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
三
の
表
長
寿
社
会
課
の
項
第
二
号
１４
中
「
第
二
十
九
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
九
条

山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
四
号
　
　
平
成
二
十
一
年
四
月
三
十
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
一
年

四
月
三
十
日

号
外
第
三
十
四
号

木　曜　日

（ ）二
（ ）１

（ ）三

（ ）２

（ ）三

（ ）一

（ ）１

（ ）二

（ ）一（ ）２

（ ）一（ ）３

（ ）一

（ ）４

（ ）一（ ）５

（ ）一（ ）６

（ ）一（ ）７

（ ）一
（ ）８

（ ）一
第
２
９
条
第
２
項
前
段

第
２
９
条
第
２
項

第
２
９
条
第
３
項

第
２
９
条
第
２

項
後
段

廃
止
（
休
止
）
し
た

廃
止
（
休
止
）
し
た
い



第
七
項
」
に
改
め
、
同
号
１５
中
「
第
二
十
九
条
第
八
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同

項
第
四
号
２７
中
「
第
七
十
条
第
四
項
」
を
「
第
七
十
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
号
９１
を
同
号
１０８
と
し
、

同
号
９０
中
「
第
百
十
五
条
の
三
十
六
第
一
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
四
十
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同

号
９０
を
同
号
１０７
と
し
、
同
号
８９
中
「
第
百
十
五
条
の
三
十
五
（
第
百
十
五
条
の
三
十
六
第
三
項
」
を

「
第
百
十
五
条
の
四
十
一
（
第
百
十
五
条
の
四
十
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
８９
を
同
号
１０６
と
し
、

同
号
８８
中
「
第
百
十
五
条
の
三
十
四
（
第
百
十
五
条
の
三
十
六
第
三
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
四
十

（
第
百
十
五
条
の
四
十
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
８８
を
同
号
１０５
と
し
、
同
号
８７
中
「
第
百
十
五
条

の
三
十
第
一
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
三
十
六
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
８７
を
同
号
１０４
と
し
、
同
号

８６
中
「
第
百
十
五
条
の
二
十
九
第
六
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
六
項
」
に
改
め
、
同
号
８６

を
同
号
１０３
と
し
、
同
号
８５
中
「
第
百
十
五
条
の
二
十
九
第
四
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
四

項
」
に
改
め
、
同
号
８５
を
同
号
１０２
と
し
、
同
号
８４
中
「
第
百
十
五
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
百
十
五

条
の
九
第
一
項
」
に
、「
８３
」
を
「
９２
」
に
改
め
、
同
号
８４
を
同
号
９３
と
し
、
同
号
９３
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

９４

第
百
十
五
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
地
域
密
着

○

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
係
る
市
町
村
長
相
互
間
の
連

絡
調
整
又
は
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に

対
す
る
援
助
（
第
八
条
の
二
第
十
七
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

９５

第
百
十
五
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
地
域
密
着

○

保
健
福
祉

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
係
る
市
町
村
長
相
互
間
の
連

事
務
所
長

絡
調
整
又
は
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に

対
す
る
援
助
（
９４
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

９６

第
百
十
五
条
の
二
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
予

○

保
健
福
祉

防
支
援
事
業
者
に
係
る
市
町
村
長
相
互
間
の
連
絡
調
整
又
は
指

事
務
所
長

定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
に
対
す
る
援
助

９７

第
百
十
五
条
の
三
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ

○

ス
事
業
者
等
に
対
す
る
報
告
の
徴
収
及
び
立
入
検
査

９８

第
百
十
五
条
の
三
十
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大

○

臣
に
対
す
る
権
限
の
行
使
の
請
求

９９

第
百
十
五
条
の
三
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ

○

ス
事
業
者
に
対
す
る
勧
告

１００

第
百
十
五
条
の
三
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表

○

１０１

第
百
十
五
条
の
三
十
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ

○

ス
事
業
者
に
対
す
る
措
置
命
令

別
表
第
二
の
三
の
表
長
寿
社
会
課
の
項
第
四
号
８３
中
「
第
百
十
五
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
百
十

五
条
の
九
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
８３
を
同
号
９２
と
し
、
同
号
８２
中
「
第
百
十
五
条
の
七
第
三
項
」

を
「
第
百
十
五
条
の
八
第
三
項
」
に
、「
８１
」
を
「
９０
」
に
改
め
、
同
号
８２
を
同
号
９１
と
し
、
同
号

８１
中
「
第
百
十
五
条
の
七
第
三
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
八
第
三
項
」
に
、「
、
第
八
条
の
二
第
九

項
」
を
「
及
び
第
八
条
の
二
第
九
項
」
に
改
め
、「
及
び
県
が
厚
生
労
働
省
と
合
同
で
実
施
す
る
指

導
」
を
削
り
、
同
号
８１
を
同
号
９０
と
し
、
同
号
８０
中
「
第
百
十
五
条
の
七
第
二
項
」
を
「
第
百
十
五

条
の
八
第
二
項
」
に
、「
７９
」
を
「
８８
」
に
改
め
、
同
号
８０
を
同
号
８９
と
し
、
同
号
７９
中
「
第
百
十

五
条
の
七
第
二
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
八
第
二
項
」
に
、「
、
第
八
条
の
二
第
九
項
」
を
「
及
び

第
八
条
の
二
第
九
項
」
に
改
め
、「
及
び
県
が
厚
生
労
働
省
と
合
同
で
実
施
す
る
指
導
」
を
削
り
、

同
号
７９
を
同
号
８８
と
し
、
同
号
７８
中
「
第
百
十
五
条
の
七
第
一
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
八
第
一
項
」

に
、「
７７
」
を
「
８６
」
に
改
め
、
同
号
７８
を
同
号
８７
と
し
、
同
号
７７
中
「
第
百
十
五
条
の
七
第
一
項
」

を
「
第
百
十
五
条
の
八
第
一
項
」
に
、「
、
第
八
条
の
二
第
九
項
」
を
「
及
び
第
八
条
の
二
第
九
項
」

に
改
め
、「
及
び
県
が
厚
生
労
働
省
と
合
同
で
実
施
す
る
指
導
」
を
削
り
、
同
号
７７
を
同
号
８６
と
し
、

同
号
７６
中
「
第
百
十
五
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
七
第
一
項
」
に
、「
７５
」
を
「
８４
」

に
改
め
、
同
号
７６
を
同
号
８５
と
し
、
同
号
７５
中
「
第
百
十
五
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の

七
第
一
項
」
に
、「
、
第
八
条
の
二
第
九
項
」
を
「
及
び
第
八
条
の
二
第
九
項
」
に
改
め
、「
及
び
県

が
厚
生
労
働
省
と
合
同
で
実
施
す
る
指
導
」
を
削
り
、
同
号
７５
を
同
号
８４
と
し
、
同
号
中
７４
を
８１
と

し
、
８１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

８２

第
百
十
五
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
予
防
サ

○

ー
ビ
ス
事
業
者
等
相
互
間
の
連
絡
調
整
又
は
援
助
（
介
護
予
防

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
介
護
老
人
保
健
施
設
の
開
設
者

が
同
一
敷
地
内
で
行
う
も
の
に
限
る
。
）
及
び
第
八
条
の
二
第

九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
に
規
定
す
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
も
の
に
限
る
。）

山
梨
県
公
報
号
外

第
三
十
四
号
　
　
平
成
二
十
一
年
四
月
三
十
日

二



８３

第
百
十
五
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
予
防
サ

○

保
健
福
祉

ー
ビ
ス
事
業
者
等
相
互
間
の
連
絡
調
整
又
は
援
助
（
８２
に
掲
げ

事
務
所
長

る
も
の
を
除
く
。）

別
表
第
二
の
三
の
表
長
寿
社
会
課
の
項
第
四
号
中
７３
を
８０
と
し
、
６８
か
ら
７２
ま
で
を
７５
か
ら
７９
ま

で
と
し
、
６７
を
７３
と
し
、
７３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

７４

第
百
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
療
養
型

○

医
療
施
設
の
開
設
者
等
相
互
間
の
連
絡
調
整
又
は
援
助

別
表
第
二
の
三
の
表
長
寿
社
会
課
の
項
第
四
号
中
６６
を
７２
と
し
、
５９
か
ら
６５
ま
で
を
６５
か
ら
７１
ま

で
と
し
、
５８
を
６３
と
し
、
６３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

６４

第
九
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
老
人
保
健
施

○

設
の
開
設
者
等
相
互
間
の
連
絡
調
整
又
は
援
助

別
表
第
二
の
三
の
表
長
寿
社
会
課
の
項
第
四
号
中
５７
を
６２
と
し
、
４８
か
ら
５６
ま
で
を
５３
か
ら
６１
ま

で
と
し
、
４７
を
５１
と
し
、
５１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５２

第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
老
人
福

○

祉
施
設
の
開
設
者
等
相
互
間
の
連
絡
調
整
又
は
援
助

別
表
第
二
の
三
の
表
長
寿
社
会
課
の
項
第
四
号
中
４６
を
５０
と
し
、
４２
か
ら
４５
ま
で
を
４６
か
ら
４９
ま

で
と
し
、
同
号
４１
中
「（
４０
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
号
４１
を
同
号
４５
と
し
、
同
号

中
４０
を
削
り
、
３９
を
４３
と
し
、
４３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４４

第
八
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
居
宅
介
護
支

○

保
健
福
祉

援
事
業
者
等
相
互
間
の
連
絡
調
整
又
は
援
助

事
務
所
長

別
表
第
二
の
三
の
表
長
寿
社
会
課
の
項
第
四
号
中
３８
を
４０
と
し
、
４０
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４１

第
七
十
八
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
地
域
密
着
型

○

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
係
る
市
町
村
長
相
互
間
の
連
絡
調
整
又
は

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
す
る
援
助
（
第
八
条

第
十
八
項
か
ら
第
二
十
項
ま
で
に
規
定
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

４２

第
七
十
八
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
地
域
密
着
型

○

保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
係
る
市
町
村
長
相
互
間
の
連
絡
調
整
又
は

事
務
所
長

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
す
る
援
助
（
４１
に
掲

げ
る
も
の
を
除
く
。）

別
表
第
二
の
三
の
表
長
寿
社
会
課
の
項
第
四
号
３７
中
「
３６
」
を
「
３８
」
に
改
め
、
同
号
３７
を
同
号

３９
と
し
、
同
号
３６
を
同
号
３８
と
し
、
同
号
３５
中
「
３４
」
を
「
３６
」
に
改
め
、
同
号
３５
を
同
号
３７
と
し
、

同
号
３４
中
「
、
第
八
条
第
九
項
」
を
「
及
び
第
八
条
第
九
項
」
に
改
め
、「
及
び
県
が
厚
生
労
働
省

と
合
同
で
実
施
す
る
指
導
」
を
削
り
、
同
号
３４
を
同
号
３６
と
し
、
同
号
３３
中
「
３２
」
を
「
３４
」
に
改

め
、
同
号
３３
を
同
号
３５
と
し
、
同
号
３２
中
「
、
第
八
条
第
九
項
」
を
「
及
び
第
八
条
第
九
項
」
に
改

め
、「
及
び
県
が
厚
生
労
働
省
と
合
同
で
実
施
す
る
指
導
」
を
削
り
、
同
号
３２
を
同
号
３４
と
し
、
同

号
３１
を
同
号
３３
と
し
、
同
号
３０
中
「
、
第
八
条
第
九
項
」
を
「
及
び
第
八
条
第
九
項
」
に
改
め
、

「
及
び
県
が
厚
生
労
働
省
と
合
同
で
実
施
す
る
指
導
」
を
削
り
、
同
号
３０
を
同
号
３２
と
し
、
同
号
２９

中
「
２８
」
を
「
３０
」
に
改
め
、
同
号
２９
を
同
号
３１
と
し
、
同
号
２８
中
「
、
第
八
条
第
九
項
」
を
「
及

び
第
八
条
第
九
項
」
に
改
め
、「
及
び
県
が
厚
生
労
働
省
と
合
同
で
実
施
す
る
指
導
」
を
削
り
、
同

号
２８
を
同
号
３０
と
し
、
同
号
２７
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２８

第
七
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ

○

ス
事
業
者
等
相
互
間
の
連
絡
調
整
又
は
援
助
（
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
（
介
護
老
人
保
健
施
設
の
開
設
者
が
同
一
敷
地
内

で
行
う
も
の
に
限
る
。
）
及
び
第
八
条
第
九
項
か
ら
第
十
一
項

ま
で
に
規
定
す
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

２９

第
七
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ

○

保
健
福
祉

ス
事
業
者
等
相
互
間
の
連
絡
調
整
又
は
援
助
（
２８
に
掲
げ
る
も

事
務
所
長

の
を
除
く
。）

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
経
過
措
置
）

２

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
老
人
福
祉
法
施
行
細
則
第
六
条
第
三
項
の
規
定
は
、
平

成
二
十
一
年
六
月
一
日
以
後
に
そ
の
事
業
を
廃
止
し
、
又
は
休
止
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
者

（
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

を
し
た
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
そ
の
事
業
を

廃
止
し
、
又
は
休
止
し
た
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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